


News!

News!

シンガポールに日本産果汁のジュースバー

台湾に「スシロー台北館前路店」オープン

６月開店のドンドンドンキ店舗で販売

全農の日本産米を使用した寿司を提供

全農インターナショナルアジア㈱

米穀部

　
全
農
と
資
本
関
係
に
あ
る
㈱
ス
シ
ロ
ー
グ
ロ
ー

バ
ル
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は
6
月
15
日
、回
転
寿
司

チ
ェ
ー
ン「
ス
シ
ロ
ー
」の
台
湾
1
号
店「
ス
シ
ロ
ー

台
北
館
前
路
店（
台
北
市
中
正
区
）」を
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。全
農
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
㈱
が
輸
出
し
た
お
米

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　
全
農
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア
ジ
ア
株
式
会
社

は
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
今
年
6
月
に
開
店
し
た「
ド

ン
ド
ン
ド
ン
キ
」2
号
店
で
、日
本
産
果
汁
飲
料
の

販
売
を
始
め
ま
し
た
。

　
日
本
で
も
海
外
観
光
客
に
大

人
気
の
店
舗
を
展
開
す
る
ド

ン
・
キ
ホ
ー
テ
グ
ル
ー
プ
が
、

新
業
態
で
あ
る
ド
ン
ド
ン
ド
ン

キ
を
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
昨
年

12
月
の
第
1
号
店
に
続
い
て
、

第
2
号
店
を
6
月
14
日
に
開
店

し
ま
し
た
。

　
同
店
で
は
新
た
な
試
み
と
し

て
、日
本
全
国
の
ご
当
地
ジ
ュ
ー

ス
バ
ー
を
設
置
し
た
こ
と
に
対

応
し
、
全
農
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ア
ジ
ア
が
7
種
類
の
果
汁

飲
料（
リ
ン
ゴ
、
ミ
カ
ン
、
桃
、

　
同
店
は
、㈱
ス
シ
ロ
ー
グ
ロ
ー

バ
ル
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
が
台

湾
に
初
め
て
出
店
し
た
店
舗
で
、

台
湾
に
お
け
る
旗
艦
店
と
な
り

ま
す
。海
外
に
展
開
し
た「
ス
シ

ロ
ー
」と
し
て
は
、韓
国
に
つ
い

で
2
カ
国
目
で
す
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

に
は
全
農
か
ら
山
本
貞
郎
米
穀

部
長
、
全
農
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
㈱

か
ら
前
田
守
弘
社
長
ら
が
出
席

し
、
台
湾
1
号
店
の
開
店
を
盛

ユ
ズ
、
シ
ソ
、
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
、

ブ
ド
ウ
）を
納
入
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
店
の
お
米
売
り
場
で

は
、第
1
号
店
に
続
き
、全
農
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア
ジ
ア
が

納
入
し
た
、「
は
え
ぬ
き
」「
コ
シ

ヒ
カ
リ
」な
ど
が
販
売
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
全
農
グ
ル
ー
プ
は
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
・
タ
イ
な
ど
に
店
舗
拡

大
す
る
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
グ

ル
ー
プ
に
、多
様
な
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
の
商
品
を
販
売
す
る
こ
と
で
、

今
後
も
日
本
の
農
畜
産
物
の
輸

出
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

大
に
祝
い
ま
し
た
。

　
同
店
は
台
北
市
の
駅
前
で
特

に
ア
ク
セ
ス
の
良
い
エ
リ
ア
に

位
置
し
、
台
湾
の
お
客
さ
ま
に

日
本
の
寿
司
の
お
い
し
さ
を

体
感
し
て
い
た
だ
く
べ
く
、
日

本
の
ス
シ
ロ
ー
で
人
気
の
メ

ニ
ュ
ー
約
1
3
0
種
が
提
供
さ

れ
ま
す
。

　
使
用
す
る
お
米
は
全
農
が
取

り
扱
う
日
本
産
米（
輸
出
用
米
）

で
、
全
農
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
㈱
が

精
米
を
輸
出
し
、
店
舗
で
炊
飯

し
て
寿
司
飯
と
し
て
提
供
さ
れ

ま
す
。

　
8
月
に
は
同
じ
台
湾
に
2
号

店
の
出
店
も
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
全
農
は
今
後
も
、
取
引
先
と

の
提
携
な
ど
を
実
施
し
、
日
本

の
食
文
化
を
通
じ
て
、
海
外
に

日
本
の
お
い
し
い
農
畜
産
物
を

広
げ
て
い
き
ま
す
。

日本産ジュースの販売を始めたシンガポールの
「ドンドンドンキ」2号店

列を作るシンガポールの人たち

「スシロー」台湾１号店の開店を祝う関係者
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News!

News!

『エーコープマーク品』ホームページを一新

店炊きご飯の品質向上へ県本部職員が店舗巡回

さらに見やすく、探しやすく、楽しく

「ひろしま米」提供のコンビニ弁当の底上げさらに

生活リテール部

広島県本部

　
生
活
リ
テ
ー
ル
部
は
、先
の「Facebook

」〝
エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー
ク

品
広
報
委
員
会
〟の
情
報
発
信
に
加
え
、6
月
末
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
一
新
し
ま
し
た
。

　
中
国
地
方
を
中
心
に
展
開
す
る
コ
ン
ビ
ニ
の
ポ
プ
ラ
と
広
島
県
本
部

は
、店
頭
で
炊
く
ご
飯
が
人
気
の「
ポ
プ
弁
」の
ご
飯
を
審
査
す
る「
店

炊
き
ご
は
ん
コ
ン
テ
ス
ト
」を
2
年
前
か
ら
行
い
、全
国
か
ら
選
ば
れ
た

優
良
10
店
舗
を
同
社
社
員
と
県
本
部
職
員
が
審
査
し
て
い
ま
す
。今
年
度

は
県
本
部
職
員
が
毎
月
県
内
の
数
店
舗
を
巡
回
し
、コ
ン
テ
ス
ト
と
同

基
準
で
審
査
す
る
取
り
組
み
を
新
た
に
開
始
。コ
ン
テ
ス
ト
で
巡
回
の

対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
店
も
回
り
、ご
飯
品
質
の
底
上
げ
を
図
り
ま
す
。

　

食
と
農
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
変
更
し
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
も
閲
覧
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。
掲
載
点

　
「
ポ
プ
弁
」は
、
お
か
ず
を
温

め
た
後
に
炊
き
た
て
ご
飯
を
よ

そ
う
同
社
自
慢
の
弁
当
。地
産
地

消
の
観
点
か
ら
、
広
島
県
内
の

店
舗
で
は
県
産「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　
店
舗
巡
回
に
よ
る
審
査
で
は
、

味
や
炊
き
方
の
他
、
衛
生
面
や

接
遇
な
ど
店
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

数
や
レ
シ
ピ
も
大
幅
に
増
や
し
、

商
品
や
取
扱
店
舗
検
索
も
し
や

す
く
な
り
ま
し
た
。新
し
く
な
っ

た「
エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー
ク
品
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
」に
、ぜ

ひ
ア
ク
セ
ス
し
て

く
だ
さ
い
。

も
評
価
。結
果
を
同
社
本
部
に
報

告
し
、
店
舗
指
導
も
行
う
こ
と

で
サ
ー
ビ
ス
全
体
を
向
上
さ
せ

ま
す
。

　
ポ
プ
ラ
営
業
本
部
営
業
推
進

室
の
龍
王
進
室
長
は「
全
農
ひ

ろ
し
ま
と
協
力
し『
お
い
し
い

県
産
米
を
使
用
し
て
い
る
ポ
プ

弁
』の
認
知
度
を
高
め
た
い
」と

強
調
。
県
本
部
米
穀
販
売
課
は

「
県
産
米
の
Ｐ
Ｒ
に
加
え
、業
務

用
米
も
含
め
た
販
売
先
と
の
関

係
強
化
に
つ
な
げ
た
い
」と
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

「
ポ
プ
弁
」に
店
炊
き
ご
飯
を
盛
り

付
け
る
店
員

店で炊いたご飯が人気の「ポプ弁」とひろしま米を使用し
ていることを伝えるＰＯＰ

エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー
ク
品
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

商
品
紹
介
の
ペ
ー
ジ

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

画
面
イ
メ
ー
ジ
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国
民
の
命
を
守
り
、
国
土
を

守
る
に
は
、
ど
ん
な
と
き
に
も

安
全
・
安
心
な
食
料
を
安
定
的

に
国
民
に
供
給
で
き
る
こ
と
、

そ
れ
を
支
え
る
自
国
の
農
林
水

産
業
が
持
続
で
き
る
こ
と
が
不

可
欠
で
あ
り
、
ま
さ
に
「
農
は

国
の
本
な
り
」、
国
家
安
全
保
障

の
要
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
米
国
で
は
食
料
は

「
武
器
」
と
認
識
さ
れ
、
多
い
年

に
は
穀
物
３
品
目
だ
け
で
１
兆

円
に
及
ぶ
実
質
的
輸
出
補
助
金

を
使
っ
て
輸
出
振
興
し
、
い
か

に
世
界
の
人
々
の
「
胃
袋
を
つ

か
ん
で
」
牛
耳
る
か
、
そ
の
た

め
の
戦
略
的
支
援
に
お
金
を
ふ

ん
だ
ん
に
か
け
て
も
、
軍
事
的

武
器
よ
り
安
上
が
り
だ
と
い
う

認
識
で
あ
る
。

　
ま
た
、
日
本
の
農
家
の
所
得

の
う
ち
補
助
金
の
占
め
る
割
合

は
３
割
程
度
な
の
に
対
し
て
、Ｅ

Ｕ
の
農
業
所
得
に
占
め
る
補
助

金
の
割
合
は
英
仏
が
９０
％
前
後
、

ス
イ
ス
で
は
ほ
ぼ
１
０
０
％
と
、

日
本
は
先
進
国
で
最
も
低
い
。

命
を
守
り
、
環
境
を
守
り
、
国
土
・

国
境
を
守
っ
て
い
る
産
業
を
国

民
み
ん
な
で
支
え
る
の
は
欧
米

で
は
当
た
り
前
な
の
で
あ
る
。

　
我
が
国
の
食
料
自
給
率
は
３８
％

（
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
）
ま
で
下
が
っ

て
い
る
。
海
外
産
が
安
い
か
ら
と

い
っ
て
国
内
生
産
を
や
め
て
し

ま
っ
た
ら
、
２
０
０
８
年
の
食
料

危
機
の
と
き
の
よ
う
に
、
輸
出
規

制
で
お
金
を
出
し
て
も
売
っ
て
く

れ
な
く
な
っ
た
と
き
、
日
本
人
も

飢
え
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
、
普
段

の
コ
ス
ト
が
少
々
高
く
て
も
、

ち
ゃ
ん
と
自
分
の
所
で
頑
張
っ
て

い
る
人
た
ち
を
支
え
て
い
く
こ
と

こ
そ
が
、
実
は
長
期
的
に
は
コ
ス

ト
が
安
い
と
い
う
こ
と
を
強
く
再

認
識
す
べ
き
で
あ
る
。

　
し
か
も
、
輸
入
農
産
物
は
、
成

長
ホ
ル
モ
ン
、
遺
伝
子
組
み
換
え

な
ど
の
リ
ス
ク
が
あ
る
。
食
料
安

全
保
障
に
は
質
と
量
の
両
面
が
あ

る
。
質
の
安
全
保
障
を
確
保
す
る

に
は
量
の
安
全
保
障
、
つ
ま
り
、

食
料
自
給
率
の
維
持
が
不
可
欠
な

の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
さ
ら
な
る
貿
易
自

由
化
と
国
内
の
規
制
緩
和
に
よ

る
既
存
の
農
業
経
営
の
崩
壊
、

農
協
解
体
に
向
け
た
措
置
、
外

資
を
含
む
一
部
企
業
へ
の
便
宜

供
与
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
に
よ

り
国
民
の
命
と
暮
ら
し
の
リ
ス

ク
が
高
ま
る
事
態
が
「
着
実
に
」

進
行
し
て
い
る
。

　
日
本
の
農
産
物
は
買
い
叩
か
れ

て
い
る
。
農
家
の
農
業
所
得
を
時

給
に
換
算
す
る
と
、
お
米
で
４
８

０
円
、
果
物
や
野
菜
で
も
５
０
０

〜
６
０
０
円
程
度
。

　
国
内
農
家
の
時
給
が
１
０
０
０

円
に
満
た
な
い
よ
う
な
「
し
わ
寄

せ
」
を
続
け
、
海
外
か
ら
安
い
も

の
が
入
れ
ば
い
い
、
と
い
う
方
向

を
進
め
る
こ
と
で
、
国
内
生
産
が

縮
小
す
る
こ
と
は
、
国
民
全
体
の

命
や
健
康
、
そ
し
て
環
境
の
リ
ス

ク
は
増
大
し
て
し
ま
う
。
自
分
の

生
活
を
守
る
た
め
に
は
、
国
家
安

全
保
障
を
含
め
た
多
面
的
な
機
能

の
価
値
も
付
加
し
た
価
格
が
正
当

な
価
格
で
あ
る
と
消
費
者
が
考
え

る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、

価
格
に
反
映
し
き
れ
な
い
部
分

は
、
全
体
で
集
め
た
税
金
か
ら
対

価
を
補
て
ん
す
る
。
こ
れ
は
保
護

で
は
な
く
、
様
々
な
安
全
保
障
を

担
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
正
当
な
対

価
で
あ
る
。

　「
食
を
外
国
に
握
ら
れ
る
こ
と

は
国
民
の
命
を
握
ら
れ
、
国
の
独

立
を
失
う
こ
と
で
あ
る
」
こ
と
を

常
に
念
頭
に
お
い
て
、
国
家
安
全

保
障
確
立
戦
略
の
中
心
を
担
う
農

林
水
産
業
政
策
を
再
構
築
す
べ
き

で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　 

【
要
約
】

武
器
と
し
て
の
食
料

食
料
自
給
率
の

維
持
は
不
可
欠

国
家
安
全
保
障
政
策

と
し
て
の
農
業
政
策
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全
農
は
半
世
紀
前
か
ら
自
前
の

技
術
研
究
所
を
構
え
、
農
業
技
術

や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
4
月
か
ら
開
始
し
た「
Ｚ
|
Ｇ
Ｉ

Ｓ
」で
は
、
気
象
情
報
や
圃
場（
ほ

じ
ょ
う
）ご
と
の
情
報
な
ど
を
位
置

情
報
と
と
も
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
さ

れ
ま
す
。
労
働
力
不
足
問
題
に
対

し
て
は
、
ド
ロ
ー
ン
や
搾
乳
ロ
ボ
ッ

ト
の
導
入
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

新
し
い
技
術
を
生
産
者
が
使
い
こ

な
し
て
い
く
た
め
に
は
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
す
。

Ｔ
Ａ
Ｃ
の
こ
れ
ま
で
の
10
年
間
の
活

農
業
の
生
産
現
場
で
は
、
耕
作

放
棄
地
の
拡
大
や
生
産
者
の
高
齢

化
が
進
む
中
、
新
規
就
農
者
の
増

加
と
い
っ
た
変
化
も
見
ら
れ
ま
す
。

食
の
消
費
を
巡
っ
て
は
、
共
働
き

世
帯
の
増
加
や
高
齢
化
が
続
く
中
、

e
コ
マ
ー
ス
の
拡
大
や
訪
日
客
の
増

加
と
い
っ
た
変
化
も
進
ん
で
い
ま

す
。こ

う
し
た
生
産
と
消
費
の
劇
的

変
化
に
対
し
、
そ
の
解
決
の
鍵
の
一

つ
が「
農
業
の
デ
ジ
タ
ル
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
」だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

動
デ
ー
タ
を
、Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
処
理
で

き
れ
ば
、
全
国
の
生
産
者
の
ニ
ー
ズ

に
対
す
る
的
確
な
答
え
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
取
り
組
み
た
い

こ
と
は
、
ア
グ
リ
フ
ー
ド
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
新
し
い
技

術
や
Ａ
Ｉ
、Ｉｏ
Ｔ
を
活
用
し
、

よ
り
高
度
化
さ
せ
て
い
く
こ

と
で
す
。
そ
の
た
め
、
他
企

業
と
の
業
務
提
携
や
出
資
を

充
実
・
加
速
化
さ
せ
て
い
き

ま
す
。

わ
れ
わ
れ
が
目
指
す
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
の
デ
ジ
タ
ル
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
姿
は
、
営
農
・

販
売
・
金
融
・
共
済
な
ど
各

事
業
の
デ
ー
タ
を
連
携
と
エ

ク
ス
チ
ェ
ン
ジ
に
よ
り
、
高
度
に
活

用
さ
れ
る
仕
組
み
を
つ
く
り
、
組
合

員
や
顧
客
の
満
足
度
を
高
め
る
こ
と

で
す
。

講
演
後
、神
出
理
事
長
、農
林
中

金
の
金
丸
哲
也
専
務
、日
本
経
済
新

聞
社
の
吉
田
忠
則
編
集
委
員
、日
本

総
合
研
究
所
の
三
輪
泰
史
シ
ニ
ア
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、吉
田
編
集
委
員
か
ら

「
農
協
に
対
し
記
者
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

「
Ａ
Ｇ
／
Ｓ
Ｕ
Ｍ 
２
０
１
８
」で
神
出
元
一
理
事
長
が
講
演

ア
グ

サ
ム

J
A
グ
ル
ー
プ
が
描
く

農
業
の
デ
ジ
タ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　
東
京
・
日
本
橋
で
6
月
11
日
、「
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
サ
ミ
ッ
ト（
Ａ
Ｇ
／
Ｓ
Ｕ
Ｍ
）

2
0
1
8
」が
開
か
れ
、
神
出
元
一
理
事
長
は「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
描
く
農
業

の
デ
ジ
タ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」と
題
し
講
演
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
紹
介

し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
広
報
部
】

「
J
A
グ
ル
ー
プ
が
描
く
農
業
の
デ
ジ
タ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」を

テ
ー
マ
に
講
演
す
る
神
出
理
事
長

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の

デ
ジ
タ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

生
産・消
費
環
境
の
変
化
と

「
農
業
の
デ
ジ
タ
ル

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」

全
農
の
研
究
開
発
の

取
り
組
み

で
あ
る
場
合
が
多
い
。現
場
で

農
協
や
全
農
の
取
材
を
し
た

こ
と
の
な
い
記
者
が
、あ
た
か
も
農

協
が
農
業
の
発
展
を
阻
害
し
て
き

た
と
い
う
思
い
込
み
で
記
事
を
書

く
こ
と
が
あ
る
。日
本
の
食
糧
問
題

が
厳
し
い
中
、こ
の
苦
境
を
救
う
こ

と
が
で
き
る
の
は
農
協
と
い
う
イ
ン

フ
ラ
だ
と
思
う
」
と
の
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

各種農業情報から高収量・高品質の農業生産を目指す
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　田植えの季節を迎え、全国各地で子どもたちや消費者、取引企業の社員らが田植えを
体験しました。農業理解に一役買うイベントで、歓声が響く中、手植えに励み、田んぼに並
んだ早苗に参加者は達成感を味わったようです。　　　　　　　　　　　【各県本部】

　今秋開かれる「京急あきたフェア2018」（「あきたecoらい
す」応援プロジェクト）のキックオフイベントの田植えが5月31
日、北秋田市で行われ、京急グループ社員や秋田県立秋田
北鷹高校の生徒、ＪＡ関係者ら約50人が参加しました。「京急
あきたフェア」は今年で10周年。秋には、この水田で京急グ
ループ社員と秋田北鷹高校の生徒が一緒に稲刈りを行い、
収穫したお米は京急百貨店や京急ストアなどで販売・ＰＲする
予定です。

収穫の秋に思いはせ 各地で田植え体験

今年で10周年！
「京急あきたフェア2018」
キックオフイベント

「
京
急
あ
き
た
フ
ェ
ア

2
0
1
8
」キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン

ト
で
田
植
え
を
す
る
参
加
者

秋田県
本部

　秋田県本部は５月26日、サッカーＪ３リーグのブラウブリッツ秋
田との共同企画「元気わくわくキッズプロジェクト」第１弾を開き、
参加した県内の小学生ら36人が、手植えを体験しました。
　当日は、青空の広がる絶好の田植え日和。素足で田んぼに入
るまで少しためらう子どもも見られましたが、元気いっぱい楽しそう
に田植えを行っていました。
　９月下旬には第２弾として、稲刈りも予定しています。

サッカーＪ３リーグチームと
「元気わくわくキッズ
 プロジェクト」

秋
田
県
内
の
小
学
生
が
手
植
え

を
体
験

　インターネット販売を行うAmazonによる田植えツアーが６月２
日、ＪＡ会津よつば管内の水田で開かれました。２年目となるツ
アーには、抽選で選ばれた消費者10組39人が参加しました。
　ＪＡや生産者が準備した地元食材の昼食を味わった後、参加
者は子どもも大人も素足で田植えをしました。ほとんどが未経験
者のため、悪戦苦闘が予想されましたが、水稲部会の指導もあ
り、予定を上回るスピードで、用意した田んぼに苗を植えることが
できました。

親子が
Amazon田植えツアー

水
稲
部
会
の
指
導
を
受
け

田
植
え
を
体
験

福島県
本部

　栃木県本部は5、6月にAmazon、エーコープ関東でとちぎの
お米をお買い上げいただき、抽選で選ばれた方々や県内の留学
生を招待した田植えツアーを、県内JA管内で開きました。
参加者はJA職員や生産者からレクチャーを受け、泥だらけで手
植えに挑戦しました。昼食では、各JA管内のお米や野菜、イチゴ
など県産の食材を用いたご飯で疲れを癒やしました。
　「手植えは足腰が疲れたが、充実感でいっぱい」との感想もあ
り、“お米作り”を考えるきっかけ作りができました。

「とちぎ米」
お買い上げ消費者招き
田植えツアー

手
植
え
に
余
裕
の
留
学
生
ら

栃木県
本部

　富山県本部とＪＡアルプスは５月19日、中京地区でスーパー
を展開するアピタ・ピアゴと共同企画で、田植え体験ツアーを行
い、抽選で選ばれた親
子20組40人が参加し
ました。
　参加者は印に沿って
順番に苗を植えていき、
泥の感触を肌で感じな
がら田植え体験を楽し
んでいました。田植えの
体験後には、参加者全
員で長さ12㍍の巨大
太巻き作りに挑戦し、産
地と消費者との交流を
深めました。

ＪＡと田植え体験ツアー
受け入れ

富山県
本部

　徳島県阿波市で６月15日、全国11社の酒造会社の役員や
杜氏、ＪＡ阿波町、徳島県本部など28人が出席し、酒造好適米
「阿波山田錦」の田植え交流会が開かれました。
　この交流会は、生産者と契約販売先との交流を深め、米の
品質に関する要望や意見交換をする場として、田植え、生育期、
収穫前の年３回行われ、今年で26年目です。
　出席者は管内の水田で１株１株、田植え綱の印に合わせて
手植えしました。

酒造会社がＪＡ阿波町の
地域ブランド
「阿波山田錦」を手植え

Ｊ
Ａ
阿
波
町
管
内
の
水
田
で

「
山
田
錦
」を
植
え
る
酒
造
会
社

関
係
者
ら

　とくしま生協とＪＡかいふ、徳島県本部などが共同で取り組む、
乙姫米（特別栽培米）の里田植え交流会が４月21日、美波町の
ＪＡかいふ管内で開かれました。参加した生協の親子53人は、県
農業支援センター職員の指導を受け田植えを体験しました。
　水田に参加者が１列に並び、足を取られそうな軟らかい泥の
感触を肌で感じながら、歓声を上げ親子で楽しく「乙姫米」を植え
ました。
　交流会では徳島県本部米穀総合課の職員が、バケツ稲づく
りセットなどの配布を行いました。

生協の親子が
特別栽培米
「乙姫米」の里で田植え

ぬ
る
ぬ
る
し
た
泥
の
感
触
を

感
じ
な
が
ら
親
子
で
協
力
し

て
１
株
ず
つ
手
植
え

徳島県
本部

　愛媛県今治市で６月17日、今治青年会議所
（ＪＣ）はＪＡおちいまばりなどと協力し田んぼアート
事業をスタートさせました。

　田んぼアートは、約25㌃の水田を巨大なキャンバスに見立て
色の異なる稲を使って、同市のゆるキャラ「いまばりバリィさん」と
花火、「結」の文字を描きます。同市内の小中高校生と保護者
ら約300人が参加しました。水田横にやぐらを設置し、誰でも稲
の成長を観察することができます。
　７月29日には見頃を迎えた田んぼアートの鑑賞会、秋には稲
刈りと感謝祭などを行う予定です。

ＪC×ＪＡ 田んぼアート事業がスタート

苗を植える目安となる「いまばり
バリィさん」が描かれた田んぼ

目安に沿って手植え
する参加者

愛媛県
本部

参加者全員で長さ12㍍
の巨大太巻き作り

とうじ

収穫の秋に思いはせ 各地で田植え体験
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　田植えの季節を迎え、全国各地で子どもたちや消費者、取引企業の社員らが田植えを
体験しました。農業理解に一役買うイベントで、歓声が響く中、手植えに励み、田んぼに並
んだ早苗に参加者は達成感を味わったようです。　　　　　　　　　　　【各県本部】

　今秋開かれる「京急あきたフェア2018」（「あきたecoらい
す」応援プロジェクト）のキックオフイベントの田植えが5月31
日、北秋田市で行われ、京急グループ社員や秋田県立秋田
北鷹高校の生徒、ＪＡ関係者ら約50人が参加しました。「京急
あきたフェア」は今年で10周年。秋には、この水田で京急グ
ループ社員と秋田北鷹高校の生徒が一緒に稲刈りを行い、
収穫したお米は京急百貨店や京急ストアなどで販売・ＰＲする
予定です。

収穫の秋に思いはせ 各地で田植え体験

今年で10周年！
「京急あきたフェア2018」
キックオフイベント

「
京
急
あ
き
た
フ
ェ
ア

2
0
1
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」キ
ッ
ク
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フ
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ベ
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で
田
植
え
を
す
る
参
加
者

秋田県
本部

　秋田県本部は５月26日、サッカーＪ３リーグのブラウブリッツ秋
田との共同企画「元気わくわくキッズプロジェクト」第１弾を開き、
参加した県内の小学生ら36人が、手植えを体験しました。
　当日は、青空の広がる絶好の田植え日和。素足で田んぼに入
るまで少しためらう子どもも見られましたが、元気いっぱい楽しそう
に田植えを行っていました。
　９月下旬には第２弾として、稲刈りも予定しています。

サッカーＪ３リーグチームと
「元気わくわくキッズ
 プロジェクト」

秋
田
県
内
の
小
学
生
が
手
植
え

を
体
験

　インターネット販売を行うAmazonによる田植えツアーが６月２
日、ＪＡ会津よつば管内の水田で開かれました。２年目となるツ
アーには、抽選で選ばれた消費者10組39人が参加しました。
　ＪＡや生産者が準備した地元食材の昼食を味わった後、参加
者は子どもも大人も素足で田植えをしました。ほとんどが未経験
者のため、悪戦苦闘が予想されましたが、水稲部会の指導もあ
り、予定を上回るスピードで、用意した田んぼに苗を植えることが
できました。

親子が
Amazon田植えツアー

水
稲
部
会
の
指
導
を
受
け

田
植
え
を
体
験

福島県
本部

　栃木県本部は5、6月にAmazon、エーコープ関東でとちぎの
お米をお買い上げいただき、抽選で選ばれた方々や県内の留学
生を招待した田植えツアーを、県内JA管内で開きました。
参加者はJA職員や生産者からレクチャーを受け、泥だらけで手
植えに挑戦しました。昼食では、各JA管内のお米や野菜、イチゴ
など県産の食材を用いたご飯で疲れを癒やしました。
　「手植えは足腰が疲れたが、充実感でいっぱい」との感想もあ
り、“お米作り”を考えるきっかけ作りができました。

「とちぎ米」
お買い上げ消費者招き
田植えツアー

手
植
え
に
余
裕
の
留
学
生
ら

栃木県
本部

　富山県本部とＪＡアルプスは５月19日、中京地区でスーパー
を展開するアピタ・ピアゴと共同企画で、田植え体験ツアーを行
い、抽選で選ばれた親
子20組40人が参加し
ました。
　参加者は印に沿って
順番に苗を植えていき、
泥の感触を肌で感じな
がら田植え体験を楽し
んでいました。田植えの
体験後には、参加者全
員で長さ12㍍の巨大
太巻き作りに挑戦し、産
地と消費者との交流を
深めました。

ＪＡと田植え体験ツアー
受け入れ

富山県
本部

　徳島県阿波市で６月15日、全国11社の酒造会社の役員や
杜氏、ＪＡ阿波町、徳島県本部など28人が出席し、酒造好適米
「阿波山田錦」の田植え交流会が開かれました。
　この交流会は、生産者と契約販売先との交流を深め、米の
品質に関する要望や意見交換をする場として、田植え、生育期、
収穫前の年３回行われ、今年で26年目です。
　出席者は管内の水田で１株１株、田植え綱の印に合わせて
手植えしました。

酒造会社がＪＡ阿波町の
地域ブランド
「阿波山田錦」を手植え
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　とくしま生協とＪＡかいふ、徳島県本部などが共同で取り組む、
乙姫米（特別栽培米）の里田植え交流会が４月21日、美波町の
ＪＡかいふ管内で開かれました。参加した生協の親子53人は、県
農業支援センター職員の指導を受け田植えを体験しました。
　水田に参加者が１列に並び、足を取られそうな軟らかい泥の
感触を肌で感じながら、歓声を上げ親子で楽しく「乙姫米」を植え
ました。
　交流会では徳島県本部米穀総合課の職員が、バケツ稲づく
りセットなどの配布を行いました。

生協の親子が
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「乙姫米」の里で田植え
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徳島県
本部

　愛媛県今治市で６月17日、今治青年会議所
（ＪＣ）とＪＡおちいまばりなどが協力して田んぼ
アート事業をスタートさせました。

　田んぼアートは、水田を巨大なキャンバスに見立て色の異なる
稲を使って、同市のゆるキャラ「いまばりバリィさん」と花火、「結」
の文字を描きます。同市内の小中高校生と保護者ら約300人
が参加しました。水田横にやぐらを設置し、誰でも稲の成長を観
察することができます。
　７月29日には見頃を迎えた田んぼアートの鑑賞会、秋には稲
刈りと感謝祭などを行う予定です。

田んぼアート事業がスタート

苗を植える目安となる「いまばり
バリィさん」が描かれた田んぼ

目安に沿って手植え
する参加者

愛媛県
本部

参加者全員で長さ12㍍
の巨大太巻き作り
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News!

平成３０年７～９月期の配合飼料供給価格について
【畜産生産部】前期比で全国全畜種総平均トン当たり約１５５０円値上げ

面
積
が
減
少
す
る
見
通
し
と
な
っ

た
こ
と
、
南
米
産
大
豆
の
不
作
に

よ
り
南
米
産
大
豆
粕
の
輸
出
が
大

幅
に
減
少
し
、
米
国
産
大
豆
粕
の

輸
出
需
要
が
増
加
す
る
と
見
通
さ

れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、4
3
0
㌦

／
㌧
台
ま
で
上
昇
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
米
国
産
新
穀
の
作
付
進
捗

が
平
年
並
み
と
な
り
生
育
も
順
調

に
推
移
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

現
在
は
3
8
0
㌦
／
㌧
前
後
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
内
大
豆
粕
価
格
は
、シ
カ
ゴ

定
期
の
上
昇
と
為
替
の
円
安
に

よ
り
、
値
上
が
り
が
見
込
ま
れ
ま

す
。

　

米
国
ガ
ル
フ
・
日
本
間
の
パ
ナ

マ
ッ
ク
ス
型
海
上
運
賃
は
、
2
月

に
は
45
㌦
／
㌧
前
後
で
し
た
。
そ

の
後
、
南
米
産
大
豆
の
輸
送
需
要

が
一
段
落
し
た
も
の
の
、
原
油
相

場
が
堅
調
で
あ
る
た
め
、
現
在
も

　
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
シ
カ
ゴ
定
期

は
、
3
月
に
は
3
8
0
㌣
／
㌴
前

後
で
推
移
し
て
い
ま
し
た
が
、
3

月
29
日
発
表
の
作
付
意
向
調
査
で

米
国
産
新
穀
の
作
付
面
積
が
減
少

す
る
見
通
し
と
な
っ
た
こ
と
、
産

地
に
お
い
て
低
温
多
雨
に
よ
る
作

付
遅
延
の
懸
念
が
高
ま
っ
た
こ
と

な
ど
か
ら
、4
0
0
㌣
／
㌴
台
ま

で
上
昇
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
天

候
が
改
善
し
米
国
産
新
穀
の
生
育

が
順
調
に
推
移
し
て
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
現
在
は
3
7
0
㌣
／
㌴

前
後
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
夏
場
の
受
粉
期
に
向

け
て
、
天
候
に
左
右
さ
れ
る
相
場

展
開
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

大
豆
粕
の
シ
カ
ゴ
定
期
は
、
3

月
に
は
4
1
0
㌦
／
㌧
前
後
で
し

た
が
、
米
国
産
新
穀
大
豆
の
作
付

45
㌦
／
㌧
前
後
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
南
米
産
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

の
輸
送
需
要
が
本
格
化
す
る
こ
と

か
ら
、
海
上
運
賃
は
底
堅
く
推
移

す
る
も
の
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

外
国
為
替
は
、
3
月
に
は
1

㌦
1
0
6
円
前
後
で
し
た
が
、
中

東
や
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
国
際

紛
争
リ
ス
ク
が
低
下
す
る
と
の
期

待
や
、
良
好
な
米
国
経
済
指
標
に

よ
り
利
上
げ
観
測
が
強
ま
っ
た
こ

と
な
ど
か
ら
円
安
が
進
み
、
現
在

は
1
1
0
円
前
後
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

今
後
は
、
米
国
の
経
済
・
産
業

政
策
の
動
向
や
地
政
学
的
リ
ス
ク

な
ど
を
材
料
に
、
相
場
は
現
行
水

準
で
推
移
す
る
も
の
と
見
込
ま
れ

ま
す
。

◆　
◆　
◆

　
以
上
か
ら
、
外
国
為
替
の
円
安

に
加
え
、ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
シ
カ
ゴ

定
期
や
大
豆
粕
価
格
が
値
上
が
り

し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
平
成

30
年
7
〜
9
月
期
の
配
合
飼
料

価
格
は
前
期
に
比
べ
値
上
げ
と
な

り
ま
す
。

海
上
運
賃

外
国
為
替

　
平
成
30
年
7
〜
9
月
期
の
配
合
飼
料
供
給
価
格
に
つ
い
て
は
、飼
料
情
勢
・
外
国
為
替
情
勢
な
ど
を
踏
ま
え
、平
成
30
年
4
〜
6
月
期
に
対
し
、全
国
全
畜
種

総
平
均
ト
ン
当
た
り
約
1
5
5
0
円
値
上
げ
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

飼
料
穀
物

＊
な
お
、
改
定
額
は
、
地
域
別
・
畜
種
別
・
銘
柄
別
に
異
な
り
ま
す
。

大
豆
粕

9

JA
 Z

ennoh W
eekly

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

JA
 Z

ennoh W
eekly

2018 7.9 vol.849



ＪＡ青森
（青森県）

概要 平成 30 年 3 月 31日現在

正組合員数　　　　 　　   7814人
准組合員数　　　　 　 　 6091人
職員数                       251人
販売品取扱高            56億2千万円
購買品取扱高          32億7千万円
貯金残高  　          702億5千万円
長期共済保有高    2621億2千万円
主な農産物　　　 水稲、リンゴ、トマト、
　　　　　　　　 ミニトマト

成
長
著
し
い
ミ
ニ
ト
マ
ト
部
会

２
年
後
、販
売
高
倍
の
２
億
円
へ

受
け
や
す
く
、
冬
は
降
雪
量
の

多
い
積
雪
寒
冷
地
で
す
。八
甲
田

山
か
ら
の
良
質
な
水
で
育
成
さ

れ
た
農
産
物
な
ど
豊
富
な
食
資

源
が
存
在
し
ま
す
。

　

現
在
、
水
稲
は
、「
つ
が
る
ロ

マ
ン
」「
ま
っ
し
ぐ
ら
」が
主
力

で
あ
り
、2
0
1
5
年
産
か
ら

特
A
評
価
を
得
て
い
る「
青
天

の
霹
靂
」は
一
部
地
域
で
生
産
が

始
ま
り
、年
々
、生
産
者
・
出
荷

量
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。野
菜

は
ト
マ
ト
を
2
選
果
場
で
選
果
、

関
東
を
メ
イ
ン
に
出
荷
し
夏
秋

野
菜
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

リ
ン
ゴ
は
、
早
生
か
ら
晩
生
ま

で
多
く
の
品
種
を
作
付
け
、
県

内
外
だ
け
で
な
く
、
海
外
へ
輸

出
し
て
い
ま
す
。

J
A
で
す
。気
候
は
、日
本
海
型

気
候
で
夏
は
ヤ
マ
セ
の
影
響
を

設
立
時
の
目
標
で

あ
る
販
売
高
1
億

円
を
発
足
2
年
で

成
し
遂
げ
、
達
成

祝
賀
会
を
青
森
市

で
開
き
ま
し
た
。祝

賀
会
に
は
、
副
市

長
や
村
長
ら
も
駆

け
付
け
喜
び
、
今
後
の
発
展
に

期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

　
2
0
1
7
年
度
は
視
察
研

修
、目
ぞ
ろ
え
会
、現
地
講
習
会

を
行
い
、2
0
1
8
年
度
に
は

回
数
を
増
や
し
、
作
付
け
品
種

の
統
一
だ
け
に
と
ま
ら
ず
、
肥

料
・
農
薬
な
ど
栽
培
面
で
も
統

一
し
、
技
術
の
標
準
化
と
高
品

質
生
産
の
継
続
に
よ
る
ブ
ラ
ン

ド
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。
ま

た
、2
0
2
0
年
ま
で
に
販
売

高
2
億
円
達
成
を
目
標
に
掲
げ

て
い
ま
す
。

生
産
増
え
る
米「
青
天
の
霹へ
き
靂れ
き
」

品
種
多
彩
な
リ
ン
ゴ
、輸
出
も

岩手県

青森県

秋田県

　
J
A
青
森
は
、東
青
地
域（
1

市
3
町
1
村
）か
ら
成
り
立
つ

　

そ
の
中
で
も
今
、
勢
い
が

あ
る
の
が
ミ
ニ
ト
マ
ト
で
す
。

2
0
1
6
年
に
13
人
で
、
ミ
ニ

ト
マ
ト
部
会
を
設
立
し
ま
し
た
。

収
益
性
が
高
い
た
め
、新
規
就
農

者
に
も
人
気
の
品
目
で
、
参
加

人
数
が
翌
年
に
は
20
人
に
増
え
、

3
・
2
㌶
ま
で
作
付
面
積
が
増

え
ま
し
た
。2
0
1
7
年
度
に

は
、販
売
高
1
億
5
0
8
万
円
、

出
荷
数
量
1
5
6
㌧
と
、
部
会

JA
 Z

ennoh W
eekly

J
A
ズ
ー
ム
イ
ン

現地講習会で栽培
方法を共有し合う部
会員

ミニトマト部会発足２
年で販売高１億円を
成し遂げ記念祝賀
会開催

目ぞろえ会で品質の説明をする
我満智部会長㊧

部
会
発
足
2
年
で
目
標
の

販
売
高
1
億
円
を
ク
リ
ア
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県
本
部

だ
よ
り

東京都本部

情
報
発
信
、
販
促
の
拠
点
・
Ｊ
Ａ
東
京
ア
グ
リ
パ
ー
ク

　

東
京
都
本
部
は
今
年
2
月
と

5
月
、
農
林
水
産
物
の
販
売
や

情
報
発
信
を
行
う「
J
A
東
京

ア
グ
リ
パ
ー
ク
」で
、「
全
農
東

京
」×
「
旬
八
青
果
店
」の
コ
ラ

ボ
マ
ル
シ
ェ
を
開
き
ま
し
た
。

　

旬
八
青
果
店
は
、
生
産
者
の

情
報
や
食
べ
方
の
提
案
を
合
わ

せ
た
産
地
直
送
の〝
こ
だ
わ
り
野

菜
〟の
販
売
の
他
、通
常
は
流
通

に
乗
る
前
の
段
階
で
廃
棄
さ
れ

て
し
ま
う
、見
た
目
は
い
び
つ
で

も
味
の
良
い
規
格
外
野
菜
の
販

売
な
ど
を
行
い
、
東
京
都
本
部

は
、エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー
ク
品
を
中

心
と
し
た
加
工
品
や
東
京
都
産

農
産
物
を
販
売
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
は
計
9
日
間
で

延
べ
1
万
4
0
0
0
人
を
超
す

方
に
来
場
い
た
だ
き
、お
客
さ
ま

か
ら「
都
心
で
新
鮮
な
野
菜
を

買
う
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
い
」、

「
形
は
変
だ
っ
た
け
ど
、お
い
し

か
っ
た
か
ら
ま
た
買
い
に
来
ま

し
た
」な
ど
の
声
を
い
た
だ
き
、

都
心
の
消
費
者
に
都
市
農
業
・

国
産
農
畜
産
物
の
P
R
を
行
い

な
が
ら
、
安
全
で
新
鮮
な
国
産

農
畜
産
物
を
お
届
け
で
き
ま
し

た
。

　

今
後
も
東
京
都
本
部
は
、
東

京
農
業
・
都
市
農
業
の
重
要
性

を
P
R
し
て
い
く
と
と
も
に
、自

己
改
革
で
進
め
る「
農
業
者
の
所

得
増
大
」に
向
け
た
販
売
力
の
強

化
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

JA
 Z

ennoh W
eekly

県
本
部
だ
よ
り

　
J
A
東
京
ア
グ
リ
パ
ー
ク
は
東

京
都
の
J
R
新
宿
駅
南
口
か
ら

徒
歩
4
分
の
場
所
に
位
置
し
、農

業
の
魅
力
や
重
要
性
を
伝
え
る
た

め
に
、食
と
農
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
、週
替
わ
り
で

J
A
東
京
グ
ル
ー
プ
や
全
国
各
地

の
農
業
団
体
が
出
展
す
る
イ
ベ
ン

ト
ス
ペ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。都

内
の
J
A
や
農
業
団
体
だ
け
で
な

く
、国
産
農
畜
産
物
の
P
R
の
場

と
し
て
、全
国
各
地
の
団
体
で
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、販
促

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
ぜ
ひ
、ご
利
用

下
さ
い
!

※
旬
八
青
果
店　

全
農
が
出
資
す
る

㈱
ア
グ
リ
ゲ
ー
ト
が
展
開
す
る
都
市

型
青
果
店
。「
新
鮮
・
美
味
し
い
・
適

正
価
格
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、都
内
に
11

店
舗（
2
0
1
8
年
5
月
現
在
）を

展
開
。

ＪＲ新宿駅南口から徒歩４
分のところにあるＪＡ東京ア
グリパーク

買い物客でにぎわう店内

都
心
の
消
費
者
に
都
市
農
業
、

国
産
農
畜
産
物
を
P
R

J
A
東
京
ア
グ
リ
パ
ー
ク

全
国
の
団
体
も
利
用
O
K

店舗概要
ＪＡ東京アグリパーク

月曜日 http://agripark.tokyo/

〒151-0053
東京都渋谷区代々木2-10-12 ＪＡ東京南新宿ビル1F

※イベントの内容によって前後する場合があります。
　詳しくはＨＰから各イベント内容をご確認ください。

11:00～18:30

店舗名

所在地

営業時間

定休日 Ｕ Ｒ Ｌ
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